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平成8年度事業報告

5月10日　農芸化学新入生歓迎会（基金）

5月24日　第1回役員評議員会及び基金運用委員会

6月1日　平成8年度総会（三重大学）

10月9日　第2回役員評議員会及び基金運用委員会

12月1日　会報第45号発行

3月6日　第3回役員評議員会及び基金運用委員会

3月25日　卒業・修了記念品贈呈（基金）

3月25日　農芸化学機関誌「こうより」への補助（基金）

3月31日．会報第46号発行

平成8年度決算報告

収入の都　　　予　算　　　　決　算　　　　備　　考

667，661　　　667，661

900，000　　1，053，000

5，000　　　　　2，927

2，000　　　　　7，167

前年度繰越金

会費収入

雑収入

預金利子

計　　　￥1，574，661　￥1，730，755

支出の都　　　予　算　　　　決　算　　　　備　　考

会報45、46号、はが

き、封筒

会報発送、会議連絡

役員評議会

会報発送、住所変更

のアルバイト

400，000　　　　471，848

300，000　　　　252，202

150，000　　　152，260

100，000　　　　68，000

30，000　　　　20，000

60，000　　　　62，084　ラベル、経理ソフト

534，661　　　　5，612　弔電（市川、西川）

会報印刷費

郵送通信費

会議費

人件費

三翠会連絡

協議会負担金

事務費

予備費

計　　　　￥1，574，661　￥1，032，006

差引残高　　　　　　　0　　￥698，749　次年度繰越分

平成8年

平成9年

平成9年度事業計画案

農芸化学新入生歓迎会（基金）

第1回役員評議員会及び基金運用委員会

平成9年度総会（三重大学）

第2回役員評議員会及び基金運用委員会

会報第47号発行

第3回役員評議員会及び基金運用委員会

第4回役員評議員会及び基金運用委員会

卒業・修了記念品贈呈（基金）

農芸化学機関誌「こうより」への補助（基金）

会報第48号発行

平成8年度基金決算報告

収入の部

前年度よりの繰越　1，004，788

普通預金利息　　　　　　　332

計　　　　　　￥1，004，788

支出の部

30，000

80，000

1，560

30，000

45，423

新入生歓迎会

支部活動費

同上送料

こうより補助

卒業記念品

計　　　　　　　￥186，983

差引残高　　　　　￥817，805

基金管理内容

定額郵便貯金　200，000×4

￥800，000

￥17，805郵便貯金

平成9年　5月9日

5月21日

5月31日

7月

9月

12月

平成10年　2月

3月

3月

3月

平成9年度予算案

収入の部　　前年度実績　　予　算　　　　備　　考

前年度繰越金　　　667，661　　698，749

会費収入　　　　1，053，000　　　900，000

雑収入　　　　　　　2，927　　　　5，000

預金利子　　　　　　7，167　　　　5，000

計　　　￥1，730，755　￥1，608，749

支出の部　　前年度実績　　　予　算　　　　備　　考

450，000　会報47、48号、はが

き、封筒

300，000　会報発送、会議連絡

160，000　役員評議会

100，000　会報発送、住所変更

のアルバイト

30，000

60，000　ラベル、プリンター

の修理

508，749

471，848

252，202

152，260

68，000

20，000

62，084

5，612

会報印刷費

郵送通信費

会議費

人件費

三翠会連絡

協議会負担金

事務費

予備費

計　　　￥1，032，006　￥1，608，749

差引残高　　　￥698，749　　　　　　0　次年度繰越分

三
重
県
支
部
総
会
も
併
催

平
成
九
年
度
三
翠
化
学
会
総
会

が
、
五
月
三
十
一
日
㊤
二
重
大
学
生

物
資
源
学
部
大
講
義
室
に
お
い
て
行

わ
れ
た
。
恩
師
北
岸
、
赤
木
、
熊
澤
、

梅
林
各
先
生
な
ら
び
に
現
職
教
官
奥

村
助
教
授
の
ご
臨
席
を
頂
い
た
。

総
会
は
、
恒
例
に
従
い
福
田
会
長

の
挨
拶
と
、
来
賓
と
し
て
御
列
席
賜

っ
た
恩
師
北
岸
先
生
に
ご
挨
拶
を
頂

い
た
後
、
議
長
に
大
学
九
回
の
今
井

滋
氏
、
議
事
録
著
名
人
に
大
学
二
十

回
の
田
中
実
氏
を
選
出
し
た
。
議
事

は
平
成
八
年
度
の
事
業
報
告
、
会
計

報
告
、
基
金
会
計
報
告
、
監
査
報
告

が
担
当
監
事
、
幹
事
か
ら
提
案
さ
れ

い
ず
れ
も
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
平
成
九
、
十
年
度
役

員
の
審
議
に
は
い
り
、
理
事
案
が
提

出
さ
れ
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
、
続

い
て
会
長
、
副
会
長
、
各
支
部
長
、

監
事
が
選
出
さ
れ
た
。
会
長
に
は
福

田
映
氏
（
大
一
回
）
が
再
選
さ
れ
た
。

引
き
続
き
会
長
挨
拶
が
お
こ
な
わ

れ
、
そ
の
中
で
再
選
の
理
由
の
一
つ

と
し
て
、
三
翠
同
窓
会
三
重
県
支
部

連
絡
協
議
会
の
会
長
職
が
、
現
在
福

田
氏
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
、
紹
介
さ
れ
た
。
続
い
て
福
田

会
長
か
ら
評
議
員
な
ら
び
に
幹
事
の

委
嘱
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
平
成
九

年
度
事
業
計
画
、
予
算
案
が
担
当
幹

事
か
ら
提
案
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。

三
翠
化
学
会
総
会
に
引
き
続
い

て
、
三
重
県
支
部
総
会
が
開
催
さ
れ

滞
り
な
く
終
了
し
た
。

十
一
時
十
五
分
か
ら
、
本
年
三
月

停
年
に
よ
り
退
官
さ
れ
た
梅
林
正
直

先
生
よ
り
「
三
翠
の
み
ど
り
の
夢
」

と
題
し
て
ご
講
演
を
頂
い
た
。
ま
ず

冒
頭
に
、
講
演
で
は
な
く
漫
談
で
あ

る
と
の
お
言
葉
が
あ
り
、
一
同
楽
し

い
お
話
を
期
待
し
て
拝
聴
し
た
。
お

話
は
、
先
生
と
三
翠
学
園
の
つ
な
が

り
の
ご
紹
介
に
始
ま
り
、
高
農
の
初

代
校
長
の
逸
話
を
は
さ
ん
で
、
吸
水

性
ポ
リ
マ
ー
を
利
用
し
三
翠
の
一
つ

松
の
植
樹
に
成
功
さ
れ
た
こ
と
、
タ

イ
と
の
お
つ
き
あ
い
の
始
ま
り
か
ら

そ
の
展
開
の
中
で
梅
を
植
樹
さ
れ
る

に
至
っ
た
経
緯
な
ど
、
盛
り
沢
山
の

内
容
を
楽
し
く
お
話
頂
い
た
。
そ
の

中
で
、
ポ
リ
マ
ー
の
実
物
を
用
い
た

簡
単
を
実
験
ま
で
お
見
せ
い
た
だ

き
、
最
後
に
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
お

話
の
中
に
出
て
き
た
風
景
を
ご
紹
介

い
た
だ
い
て
、
一
時
間
十
五
分
に
わ

た
る
ご
講
演
時
間
が
あ
っ
と
言
う
間

に
過
ぎ
た
。
こ
の
場
に
、
た
ま
た
ま

タ
イ
か
ら
久
松
助
教
授
（
院
人
）
の

所
に
研
究
に
来
て
お
ら
れ
る

A
幸
p
a
n
博
士
が
出
席
し
て
お
ら
れ
、

梅
林
先
生
の
旧
知
の
友
人
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
壇
上
に
上
っ
て
頂
き
、
三

重
大
学
と
の
つ
な
が
り
が
紹
介
さ
れ

た。
懇
親
会
は
、
場
所
を
生
協
第
一
食

堂
に
移
し
て
田
中
完
爾
氏
（
大
二
十

五
）
の
進
行
で
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

来
賓
と
し
て
ご
臨
席
頂
い
た
恩
師
赤

木
、
熊
津
両
先
生
に
ご
挨
拶
頂
い
た
。

熊
津
先
生
か
ら
は
梅
林
先
生
の
ご
講

演
を
う
け
て
、
学
部
長
時
代
の
タ
イ

で
の
思
い
出
を
時
効
の
話
を
ま
じ
え

て
楽
し
く
ご
紹
介
頂
き
、
赤
木
先
生

か
ら
は
得
意
の
詩
吟
を
ご
披
露
頂

き
、
会
を
盛
り
上
げ
て
頂
い
た
。
そ

の
後
現
職
教
官
の
奥
村
助
教
授
か
ら

も
ご
挨
拶
を
頂
き
、
里
村
氏
（
専
一
）

の
音
頭
で
乾
杯
し
祝
宴
に
入
っ
た
。

楽
し
く
歓
談
が
行
わ
れ
る
う
ち
時
が

た
っ
て
、
次
回
の
総
会
を
東
海
支
部

の
担
当
で
開
催
い
た
だ
く
計
画
に
な

っ
て
い
る
こ
と
が
、
別
府
東
海
支
部

長
よ
り
披
露
さ
れ
、
一
同
来
年
の
再

開
を
的
し
た
。
そ
の
後
、
三
翠
応
援

歌
を
梅
林
先
生
の
音
頭
と
今
西
氏

（
専
一
）
の
先
導
で
高
ら
か
に
吟
唱

し
、
渡
辺
元
会
長
（
専
一
）
の
発
声

で
万
歳
を
三
唱
し
て
懇
親
会
は
お
開

き
に
な
っ
た
。

散
会
後
農
芸
化
学
展
を
先
輩
方
に

ご
覧
頂
い
た
。
こ
れ
は
毎
年
、
三
年

生
が
担
当
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
も

の
で
あ
る
が
、
本
年
は
「
食
中
毒
」

が
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て

お
り
、
時
宜
を
得
た
展
示
で
、
先
輩

方
に
も
興
味
深
く
ご
覧
頂
け
た
。

三
翠
化
学
会
総
会
終
了
後
、
引
き

続
い
て
大
講
義
室
に
お
い
て
三
重
県

支
部
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
池
山
理

事
（
大
十
六
）
か
ら
会
務
報
告
と
し

て
、
地
引
き
網
行
事
に
八
十
三
名
の

出
席
を
得
た
こ
と
等
が
紹
介
さ
れ
、

決
算
報
告
が
行
わ
れ
た
。
続
い
て
役

員
人
員
の
提
案
が
行
わ
れ
、
北
勢
担

当
の
副
支
部
長
に
藤
本
氏
（
大
人
）

が
選
出
さ
れ
た
他
、
幹
事
、
評
議
員

に
若
干
の
変
更
が
加
え
ら
れ
、
い
ず

れ
も
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
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田小鈴嶋中波嶋今田杉花福氏
中林木田川辺林西口崎山　田

名
清信
子勝

翠
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駒千加坂杉林武山藤小岩出青粉伊稲岩中葉百深伊古寺古田
団々藤本浦　村田田林山岡山川藤垣崎造田済田藤山沢川中

平成　9　年12月15　日

三翠化学会　　　　　　三翠会支部

役職名　　　　　　役職名　　　氏　名　卒業回数

支部長（会長）　福田　映　　大1

花山信勝　　　大4

今井　滋　　　大9

杉崎　護　　　大16

藤本公三　　　大8

池山洋久　　　大16

鈴木克巳　　　大12

原田俊夫　　　大1

林　真栄　　　大11

田口　寛　　　大17

近藤清夫　　　大2

薮本義雄　　　大4

板谷昇次　　大5

高橋孝雄　　　大6

小畑　仁　　　大15

広瀬和久　　　大20

寺沢修平　　　大23

中北隆也　　　大27

稲垣卓次　　　大31

原　正之　　　大32

理事

〟

ケ

ケ

理事（支部長）
ク（副支部長・南勢）

ク（副支部長・中勢）

ク（副支部長・北勢）
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平
成
9
・
叩
年
度

三
翠
化
学
会
役
員

卒
業
回

映
大
1

寛
大
1
7

勝
専
1
企
画

幸
英
専
1
基
金

和
己
専
1
基
金

潔
彦
専
2
企
画

協
専
3
企
画

幸
郎
専
3
基
金

重
一
大
2
総
会

秀
志
大
3
基
金

渋
谷
　
明
大
4
企
画

長
谷
川
正
一
大
8
企
画

今
井
　
滋
大
9
総
会

池
山
　
洋
久
大
1
6
基
金

坪
内
寺
沢
田
中
中
北
益
川
原

一
夫
大
2
0
総
会

修
平
大
2
3
総
会

完
爾
大
2
5
企
画

隆
也
大
2
7
総
会

博
大
0
0
基
金

正
之
大
3
2
総
会

（
三
重
県
支
部
長
）

福
田
　
映
大
1

（
東
海
支
部
長
）

別
府
　
博
専
1

（
関
東
支
部
長
）

長
瀬
　
和
雄
専
1

理
事
（
関
西
支
部
長
）

松
村
　
昌
美
専
1

監
事
　
若
林
　
長
生
専
1

原
田
　
俊
夫
専
3

幹
事（基

金
会
計
）高
橋
　
孝
雄
大
6

（
庶
務
）
古
市

（
庶
務
）
小
畑

（
庶
務
）
久
松

（
庶
務
）
田
中

（
庶
務
）
西
川

（
会
計
）
梅
川

（
庶
務
）
苅
田

（基金庶務）原

（
会
計
）
勝
崎

評
議
員
　
倉
田
大
道
鈴
木
西
山
深
尾
闇
雲
薮
本
板
谷
佐
野
今
井
藤
本
平
田
伊
藤
林今
西
岡
田
西
元

幸
生仁眞英

司
朗
逸
人

修一

大13
大15
院
8

大20
大20
院14
大00

万
里
裕
隆
三
郎
敏
行
重
夫
正
之
治
郎
明
男
義
雄
昇
次正

照
夫
公
三
溝
麿
道
子
真
栄
康
隆
勝
宏
勝
也

大32
大36
専
1
専
2
専
3
大
1
大
2
大
3
大
4
大
5
大
6
大
7
大
8
大
9

大10
大
Ⅱ
大12
大13
大14

坂
本
一
泰
大
1
5

杉
崎
　
護
大
1
6

佐
脇
　
寿
郎
大
1
7

内
藤
　
茂
三
大
1
8

白
井
宣
一
郎
大
1
9

広
瀬
　
和
久
大
2
0

忠
犬
2
1

公
男
大
2
2

陽
子
大
2
3

順
啓
大
2
4

真
大
2
5

理
大
2
6

勝
彦
大
2
7

修
大
2
8

裕
久
大
2
9

誠
二
大
5
0

卓
次
大
3
1

誠
一
一
大
3
2

英
治
大
3
3

茂
樹
大
3
4

裕
哉
大
3
5

秀
人
大
3
6

大
輔
大
3
7

修
造
大
3
8

義
浩
大
3
9

政
春
生
1

秀
謙
生
2

和
彦
生
3

晶
子
生
4

俊
次
生
5

岩
崇
生
6

洋
院
1
0

ク
輯
韓
ク

ク
∴
∴
〟
輔
弼
〟

ク
議
ク

ク
∴
∴
ク
∴
∴
ク

覇
軽
輩
叢
轟
豊
麗

妹
尾
啓
史
（
せ
の
お
　
け
い
し
）

一
九
九
七
年
四
月
一
日
付
け
に

て
、
農
芸
化
学
講
座
・
土
壌
学
教
育

研
究
分
野
に
助
教
授
と
し
て
着
任
い

た
し
ま
し
た
。

一
九
五
九
年
十
一
月
二
十
六
日
生

ま
れ
、
一
九
八
六
年
に
東
京
大
学
大

学
院
農
学
系
研
究
科
農
芸
化
学
専
門

課
程
修
士
課
程
を
修
了
、
八
八
年
に

同
博
士
課
程
を
中
途
退
学
し
て
東
京

大
学
農
学
部
助
手
と
し
て
九
六
年
三

月
ま
で
勤
務
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の

間
、
土
壌
中
に
お
け
る
難
分
解
性
物

質
の
微
生
物
分
解
、
土
壌
に
放
出
さ

れ
た
微
生
物
の
挙
動
と
制
御
に
関
す

る
研
究
を
主
に
手
が
け
ま
し
た
。
九

四
年
か
ら
九
六
年
に
か
け
て
は
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
テ
ネ
シ
ー
大
学
に
て
ダ

イ
ズ
根
粒
の
形
成
機
構
に
関
す
る
研

究
に
従
事
い
た
し
ま
し
た
。

こ
ち
ら
で
は
、
植
物
－
微
生
物
共

生
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
、
土
嚢
微
生

物
の
生
悪
と
有
効
利
用
な
ど
の
研
究

を
中
心
に
、
学
問
の
発
展
と
農
業
生

産
の
向
上
の
た
め
に
努
力
し
て
い
く

つ
も
り
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
土
壌

学
教
育
研
究
を
通
じ
て
、
二
十
一
世

紀
を
担
う
人
材
の
育
成
に
も
精
一
杯

努
力
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

生
ま
れ
は
四
国
の
香
川
県
、
小
・

中
・
高
と
阪
神
間
で
育
ち
ま
し
た
の

で
、
自
分
は
関
西
人
で
あ
る
と
自
認

し
て
お
り
ま
す
。
こ
ち
ら
は
言
葉
も

文
化
も
関
西
色
が
強
く
、
た
だ
ち
に

な
じ
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
普
通

は
私
の
名
字
は
な
か
な
か
正
し
く
読

ん
で
も
ら
え
な
い
の
で
す
が
、
副
学

長
に
同
じ
名
字
の
妹
尾
允
史
先
生

（
工
学
部
）
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
お
か

げ
で
、
こ
ち
ら
で
は
誰
も
が
正
し
く

読
ん
で
下
さ
り
、
助
か
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

・

息

V

田
中
晶
善
（
た
な
が
　
あ
き
よ
し
）

九
七
年
四
月
よ
り
、
三
重
大
学
の

改
組
に
伴
っ
て
教
育
学
部
か
ら
生
物

資
源
学
部
に
移
籍
し
、
農
芸
化
学
コ

ー
ス
に
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
（
）
小
畑
先
生
、
妹
尾
先
生
の

研
究
グ
ル
ー
プ
に
入
れ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

三
重
大
学
に
赴
任
し
て
十
五
年
に

な
り
ま
す
（
）
赴
任
当
初
か
ら
数
年
間
、

農
芸
化
学
科
一
年
生
の
一
般
化
学
・

一
般
化
学
実
験
を
担
当
し
、
ま
た
農

芸
化
学
の
先
生
方
に
も
い
ろ
い
ろ
ご

指
導
を
い
た
だ
い
て
ま
し
た
の
で
、

良
く
も
悪
く
も
、
「
勤
務
先
」
が
変

わ
っ
た
、
と
い
う
実
感
が
今
一
つ
希

薄
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

十
一
年
ぶ
り
も
会
え
ば
二
〇
代

大
5
0
　
ク
ラ
ス
会

卒
業
以
来
十
四
年
振
り
、
前
回
の

ク
ラ
ス
会
か
ら
は
な
ん
と
十
一
年
振

り
に
三
回
目
の
ク
ラ
ス
会
を
開
き
ま

し
た
。
急
を
出
張
が
入
っ
た
人
、
軽

井
沢
の
別
荘
で
避
暑
中
の
人
、
コ
ペ

ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
学
会
に
出
席
中
の

人
、
休
日
出
勤
の
人
な
ど
働
き
盛
り

の
年
代
ゆ
え
か
欠
席
者
が
多
く
、
出

席
者
は
八
人
で
し
た
。

八
月
九
日
、
津
新
町
駅
前
の
「
天

ぷ
ら
の
さ
か
も
と
」
に
集
合
。
十
年

の
歳
月
は
さ
す
が
に
大
き
く
、
白
髪

は
チ
ラ
ホ
ラ
、
お
腹
も
丸
く
…
：
。

皆
さ
ん
立
派
を
「
お
じ
様
」
で
す
。

そ
れ
で
も
お
い
し
い
お
料
理
を
頂
き

な
が
ら
お
酒
を
飲
め
ば
、
気
持
ち
は

二
十
才
に
戻
り
、
笑
い
、
喋
り
、
楽

し
い
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た。
担
任
の
熊
澤
先
生
は
、
現
在
定
年

退
官
さ
れ
、
水
泳
に
ス
キ
ー
に
と
教

授
時
代
そ
の
ま
ま
の
充
実
し
た
日
々

を
送
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
熊
澤
先
生

の
「
有
機
化
学
I
L
（
皆
様
覚
え
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？
平
均
点
以

下
だ
と
再
試
験
だ
っ
た
あ
の
厳
し
い

講
義
）
の
話
や
生
物
資
源
学
部
誕
生

時
の
苦
労
話
、
み
ん
な
の
仕
事
へ
の

質
問
や
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
、
教
授
時

代
そ
の
ま
ま
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
あ
ふ
れ

る
熊
澤
先
生
の
話
が
は
ず
み
ま
す
。

そ
の
後
二
次
会
へ
。
会
場
は
白
子

駅
前
の
「
千
代
寿
司
」
で
す
。
（
御

存
知
の
方
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
三
十
回
の
山
真
豊
君
が
板
前
を

し
て
い
ま
す
の
で
、
機
会
が
あ
り
ま

し
た
ら
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

同
窓
会
員
の
方
に
は
サ
ー
ビ
ス
致
し

ま
す
。
）
こ
こ
で
も
熊
澤
先
生
を
交

え
て
良
く
飲
み
お
い
し
い
お
寿
司
を

食
べ
、
皆
で
笑
い
じ
っ
く
り
と
喋
り

ま
し
た
。
私
は
結
婚
と
同
時
に
退
職
し
、
こ

の
十
年
は
子
育
て
に
追
わ
れ
て
、
大

学
で
学
ん
だ
こ
と
と
は
全
然
関
係
の

な
い
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

が
、
子
供
達
の
成
長
と
共
に
社
会
と

の
関
わ
り
も
少
し
ず
つ
増
え
、
大
学

で
身
に
つ
け
た
知
識
が
－
．
S
．
R
．
で
研

究
し
て
い
た
時
と
は
ま
た
違
う
形
で

活
き
て
い
ま
す
。
十
年
振
り
の
同
窓

会
で
訪
れ
た
津
の
街
で
、
自
分
の
中

の
「
三
翠
化
学
」
を
見
つ
め
を
お
し

ま
し
た
。
三
十
回
の
皆
さ
ん
、
九
八
年
の
同

窓
会
は
お
盆
に
開
催
し
ま
す
。
予
定

を
明
け
て
お
い
て
下
さ
い
ね
。

な
お
、
か
ね
て
よ
り
闘
病
中
で
し

た
寺
田
成
人
君
が
、
こ
の
同
窓
会
の

約
一
カ
月
後
、
闘
病
の
か
い
な
く
他

界
致
し
ま
し
た
。
寺
田
君
の
御
家
族

に
代
わ
り
ま
し
て
、
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
、
生
前
の
故
人
へ
の
ご
厚
情

に
感
謝
し
、
謹
ん
で
御
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

（
高
橋
（
渡
辺
）
和
子
　
記
）

小
生
、
ほ
や
ほ
や
三
重
県
職
人
と

な
っ
て
十
年
余
り
、
そ
の
間
ひ
た
す

ら
酵
母
と
戯
れ
、
県
内
の
酒
造
業
界

の
た
め
努
力
し
て
参
り
ま
し
た
＝
と

こ
ろ
で
、
今
日
本
酒
業
界
の
直
面
す

る
大
き
な
問
題
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
。
ビ
ー
ル
・
ワ
イ
ン
・
ウ
ィ
ス
キ

ー
な
ど
の
酒
類
に
押
さ
れ
、
日
本
の

伝
統
文
化
の
一
つ
で
あ
る
国
酒
の
日

本
酒
は
、
そ
の
消
費
が
年
々
減
少
し

て
い
る
の
で
す
。
そ
の
一
つ
の
大
き

な
原
因
と
し
て
、
若
い
人
の
清
酒
離

れ
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
日
本
酒
の
中

に
は
幾
種
類
か
の
有
機
酸
が
含
ま
れ

ま
す
が
、
そ
の
主
た
る
物
は
コ
バ
ク

酸
で
あ
り
、
こ
れ
が
日
本
酒
独
特
の

旨
味
を
醸
し
出
し
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
日
本
酒
を
嫌
う
若
い
人
に
と

っ
て
は
こ
の
旨
味
が
酒
臭
さ
に
感
じ

ら
れ
、
本
来
の
日
本
酒
の
特
徴
か
欠

点
と
な
り
、
嗜
好
品
の
難
し
さ
を
あ

ら
た
め
て
感
じ
る
次
第
で
す
。
み
な

さ
ん
も
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
日
本
酒

も
商
品
の
多
様
化
が
進
み
、
吟
醸

酒
・
純
米
酒
な
ど
嗜
好
性
は
広
が

り
、
小
生
の
よ
う
を
酒
飲
み
に
と
っ

て
は
あ
り
が
た
い
時
代
で
す
。
で
も
、

酒
飲
み
の
た
め
の
新
し
い
市
場
開
拓

で
は
、
そ
の
消
費
は
ほ
ぼ
頭
打
ち
で
、

そ
こ
で
日
本
酒
業
界
も
新
し
い
消
費

者
層
、
特
に
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

し
た
新
製
品
開
発
に
力
を
注
い
で
い

ま
す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
低
ア
ル
コ

ー
ル
清
酒
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

小
生
の
所
属
す
る
三
重
県
工
業
技

術
セ
ン
タ
ー
に
は
、
五
名
の
三
翠
化

学
会
会
員
が
お
り
、
そ
の
内
三
名
が

醸
造
関
連
の
技
術
指
導
・
研
究
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。
三
重
県
工
業
技

術
セ
ン
タ
ー
で
も
、
先
に
述
べ
た
日

本
酒
業
界
の
問
題
に
対
処
す
る
た
め

に
、
平
成
六
年
度
よ
り
低
ア
ル
コ
ー

ル
清
酒
の
開
発
に
着
手
し
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
誕
生
し
た
の
が
三
重

夢
酵
母
で
す
。
三
重
夢
酵
母
は
、
リ

ン
ゴ
酸
と
乳
酸
を
多
く
産
生
す
る
こ

と
が
特
徴
で
す
。
こ
の
酵
母
を
育
種

す
る
き
っ
か
け
と
を
っ
た
の
は
、
ワ

イ
ン
で
は
乳
酸
が
好
ま
れ
る
の
に
対

し
て
、
日
本
酒
で
は
乳
酸
が
変
敗
の

結
果
と
し
て
見
ら
れ
相
反
す
る
事
実

の
単
純
な
疑
問
か
ら
で
す
。
乳
酸
は

ま
ろ
や
か
を
酸
味
で
、
味
に
幅
を
持

た
す
の
に
有
効
な
物
質
で
す
。
そ
こ

で
、
日
本
酒
で
も
乳
酸
が
多
く
て
も

味
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
も
の
は
で

き
な
い
か
と
、
試
行
錯
誤
繰
り
返
し

研
究
し
た
結
果
、
清
酒
の
旨
味
成
分

で
あ
る
コ
ハ
ク
酸
を
減
ら
し
、
代
わ

っ
て
乳
酸
と
リ
ン
ゴ
酸
を
多
く
す
る

こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
新
し
い

タ
イ
プ
の
低
ア
ル
コ
ー
ル
清
酒
の
開

発
に
成
功
し
ま
し
た
。

三
重
夢
酵
母
で
仕
込
ま
れ
た
清
酒

は
、
日
本
酒
と
ワ
イ
ン
の
中
間
に
位

置
す
る
も
の
で
、
特
に
若
い
女
性
に

は
人
気
が
あ
る
よ
う
で
、
皆
さ
ま
に

も
一
度
試
飲
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
酵
母
に
魅
せ
ら
れ
て
十

数
年
、
酵
母
の
神
秘
に
対
す
る
探
求

は
今
現
在
も
続
い
て
い
ま
す
。
「
三

重
に
夢
酵
母
あ
り
、
酵
母
に
…
・
・
あ

り。」
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皆様のご参集をお願いいたします。 

マ
レ
ー
シ
ア
同
窓
旅
行

自
然
と
人
と
の
共
存
社
会
に
向
け
て

我
々
十
二
回
生
有
志
（
岩
佐
・
鋤

柄
・
近
藤
・
松
島
・
今
西
）
は
、
平

成
九
年
八
月
二
十
二
日
よ
り
、
マ
レ

ー
シ
ア
の
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
の

吉
C
A
S
　
（
」
a
p
a
n
 
H
n
華
n
a
g
邑

R
e
s
e
a
r
c
h
C
e
n
t
e
r
『
O
r
 
A
g
r
i
c
u
】
言

「
a
－
S
c
i
e
n
e
e
s
）
　
に
赴
任
中
の
同
期

生
小
坂
君
を
訪
ね
る
同
窓
旅
行
に
出

発
し
た
。
丁
度
タ
イ
北
部
の
山
岳
地

帯
で
梅
の
栽
培
普
及
に
ご
尽
力
さ
れ

て
い
る
恩
師
梅
林
先
生
も
現
地
よ
り

合
流
さ
れ
、
ま
た
先
生
の
奥
様
も

我
々
と
一
緒
に
マ
レ
ー
シ
ア
に
向
わ

れた。梅
林
先
生
の
タ
イ
で
の
ご
活
躍

は
、
九
月
四
日
か
ら
四
回
に
わ
た
り

朝
日
新
聞
に
「
梅
が
道
を
開
く
」
で

連
載
さ
れ
た
の
で
、
読
者
諸
君
は
ご

存
知
の
事
と
思
い
ま
す
。

途
中
立
ち
寄
っ
た
香
港
が
台
風
の

影
響
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
着
く
の

に
十
二
時
間
も
要
し
、
悪
戦
苦
闘
し

た
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
一
泊
後
無

事
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
に
到
着
、
小

坂
ご
夫
妻
の
歓
迎
を
受
け
た
。

第
一
夜
は
、
日
本
で
は
昔
懐
か
し

い
夜
見
世
（
百
軒
余
の
屋
台
街
）
の

大
変
を
人
混
み
中
を
抜
け
て
、
ヨ
シ

ズ
で
囲
い
天
井
か
ら
扇
風
機
で
涼
を

と
る
庶
民
的
な
マ
レ
ー
料
理
店
で
、

よ
く
冷
え
た
美
味
し
い
″
A
N
C
国
O
R

B
E
E
R
〟
を
飲
み
な
が
ら
、
暫
し
歓

談
を
楽
し
ん
だ
。
ビ
ー
ル
は
高
い
が

う
ま
い
。

翌
日
は
貸
切
バ
ス
で
市
内
観
光
。

「
〝
も
や
〟
に
咽
ぶ
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー

ル
」
と
し
て
報
道
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
ス
マ
ト
ラ
島
の
焼
畑
の
煙
霧
に

車
の
排
気
ガ
ス
も
加
わ
り
市
内
の
煙

害
は
深
刻
で
、
小
坂
君
も
気
管
支
を

痛
め
、
時
々
声
が
出
な
く
な
る
事
が

あ
る
よ
う
だ
。

市
街
は
モ
ノ
レ
ー
ル
や
ビ
ル
の
建

設
、
郊
外
は
山
野
を
切
り
崩
し
住
宅

や
工
業
団
地
の
造
成
で
、
ラ
テ
ラ
イ

ト
の
赤
い
土
が
む
き
出
し
で
あ
る
一

方
、
所
々
に
洗
濯
物
が
干
し
て
あ
る

貧
し
い
小
屋
が
椰
子
の
小
陰
に
見
え

隠
れ
す
る
。

人
月
三
十
一
日
の
独
立
記
念
日
に

向
け
、
式
典
広
場
で
は
大
勢
の
高
校

生
諸
君
が
人
種
入
り
混
じ
っ
て
美
し

い
マ
ス
ゲ
ー
ム
の
練
習
中
で
あ
っ

た
。
二
十
一
世
紀
を
担
う
こ
れ
ら
若

者
が
、
人
種
・
宗
教
を
越
え
て
、
急

が
ず
、
背
伸
び
せ
ず
、
国
を
着
実
に

発
展
さ
せ
て
い
け
る
よ
う
な
教
育
を

望
み
た
い
も
の
で
あ
る
。

S
e
－
a
昌
r
P
e
w
青
の
r
の
錫
製
品
工

場
と
巨
大
を
鍾
乳
洞
（
バ
ツ
ー
洞
窟
）

に
あ
る
ヒ
ン
ズ
ー
寺
院
を
見
学
し

た
。
東
南
ア
ジ
ア
の
各
地
よ
り
イ
ン

ド
系
の
善
男
善
女
が
裸
足
で
二
七
二

段
の
石
段
を
登
り
、
こ
の
聖
地
に
お

参
り
に
来
る
。
洞
窟
内
や
人
物
や
鳥

獣
（
象
・
蛇
・
ク
ジ
ャ
ク
）
等
様
々

を
神
像
は
、
自
然
崇
拝
と
ヒ
ン
ズ
ー

の
神
話
か
ら
取
っ
た
教
訓
的
な
も
の

で
、
リ
ア
ル
で
官
能
的
で
、
正
に
仏

教
を
も
包
含
し
た
源
泉
を
見
る
思
い

が
す
る
。
し
か
し
神
殿
は
質
素
を
も

の
で
、
日
本
の
神
道
を
感
じ
さ
せ
た
。

つ
い
で
、
国
立
回
教
寺
院
、
国
立

博
物
館
、
蝶
博
物
館
を
周
り
、
夜
は

マ
レ
ー
民
族
舞
踊
レ
ス
ト
ラ
ン
で
喉

の
乾
き
を
癒
し
た
。
岩
佐
君
は
舞
台

に
飛
び
入
り
踊
っ
た
。

三
日
目
は
広
大
を
ク
ア
ラ
ル
ン
プ

ー
ル
大
学
と
こ
れ
に
隣
接
す
る
毒
・

C
A
S
を
案
内
し
て
も
ら
っ
た
。

養
鶏
場
の
他
に
ダ
チ
ョ
ウ
の
飼
育

場
を
見
る
。
食
用
の
他
皮
革
の
利
用

価
値
が
高
く
農
家
収
入
の
上
で
期
待

さ
れ
て
い
る
由
。
愛
橋
の
あ
る
日
で

首
を
突
き
出
し
て
、
遠
来
の
客
を
向

か
え
て
く
れ
た
。
ア
フ
リ
カ
か
ら
飼

育
指
導
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

隣
接
の
大
き
な
ゴ
ム
園
、
油
椰
子

園
、
コ
ー
ヒ
ー
園
を
見
学
し
た
が
、

そ
の
植
生
の
旺
盛
さ
に
驚
く
。
ラ
テ

ラ
イ
ト
を
主
体
と
す
る
貧
弱
を
土
地

に
よ
く
養
園
さ
れ
た
も
の
だ
と
、
先

人
の
ご
苦
労
に
感
謝
す
る
。

午
後
小
坂
邸
で
‡
O
p
i
c
a
－
甲
己

の
数
々
を
、
そ
の
特
性
・
食
べ
方
・

効
用
等
を
梅
林
先
生
、
小
坂
君
の
熱

弁
を
聞
き
な
が
ら
頂
い
た
。
果
物
の

王
様
ド
リ
ア
ン
・
女
王
マ
ン
ゴ
ス
チ

ン
・
ス
タ
ー
フ
ル
ー
ツ
・
ラ
ン
ブ
ー

タ
ン
・
ラ
イ
チ
ー
・
マ
ン
ゴ
ー
・
パ

パ
イ
ヤ
等
々
い
や
は
や
正
に
南
国
の

パ
ラ
ダ
イ
ス
だ
。
何
か
性
的
刺
激
の

あ
る
野
性
豊
か
な
形
状
と
特
徴
あ
る

味
を
持
っ
て
お
り
、
珍
し
さ
と
卑
し

さ
よ
り
腹
具
合
を
心
配
し
っ
つ
も
食

べ
尽
く
し
た
が
、
帰
国
し
て
か
ら
も

異
常
は
な
か
っ
た
。
松
島
君
は
頑
を

に
皆
の
食
べ
る
の
を
見
て
い
る
だ
け

で
あ
っ
た
。

蟄
市
果
樹
に
関
し
て
、
九
月
「
三

油
自
然
に
親
し
む
会
」
で
、
伊
吹
山

へ
の
登
山
の
途
中
、
エ
ー
ザ
イ
㈱
の

薬
草
園
で
ド
リ
ア
ン
・
パ
パ
イ
ヤ
の

木
に
実
が
イ
チ
ジ
ク
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
を
見
学
し
た
。
帰
り
の
バ

ス
の
中
で
は
、
思
い
が
け
ず
N
真

制
作
「
謎
の
一
斉
開
花
を
探
る
」
の

ビ
デ
オ
を
見
た
。
内
容
は
、
九
月
不

慮
の
事
故
で
客
死
さ
れ
た
京
大
の
井

上
民
二
教
授
の
、
長
年
に
亘
る
ボ
ル

ネ
オ
島
の
整
骨
雨
林
に
現
れ
る
一
斉

開
花
の
研
究
で
あ
っ
た
。

ビ
デ
オ
で
は
、
フ
タ
バ
ガ
キ
一
ラ

ワ
ン
材
、
果
実
は
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
用

高
沸
点
油
脂
）
と
ド
リ
ア
ン
の
例
を

取
上
げ
、
腐
植
質
の
表
土
が
一
0
0
程

度
し
か
な
い
貧
弱
を
土
地
に
、
平
均

五
年
に
一
度
、
ほ
と
ん
ど
全
て
の
樹

木
が
次
々
と
一
斉
開
花
す
る
。
こ
こ

へ
蜜
を
吸
い
に
千
二
千
∴
喜
冨
花

昆
虫
や
鳥
類
が
ど
こ
と
も
奉
く
来

て
、
受
粉
と
種
子
の
伝
播
を
お
こ
し
、

同
時
に
昆
虫
や
鳥
類
も
繁
殖
す
る
。

こ
れ
は
実
に
見
事
を
共
生
関
係
が
成

り
立
っ
て
い
た
。

井
上
教
授
は
番
組
の
最
後
に
、

「
熱
帯
雨
林
の
植
物
と
動
物
の
共
生

は
実
に
多
様
性
が
あ
り
、
こ
れ
を
認

め
た
競
争
の
な
い
世
界
で
あ
る
。
全

て
が
集
団
の
中
で
棲
み
分
け
て
生
活

し
繁
殖
し
進
化
し
て
き
た
。
こ
れ
は

二
十
一
世
紀
を
人
が
ど
う
生
き
る
が

の
ヒ
ン
ト
に
な
る
」
と
結
ば
れ
た
。

今
そ
ん
な
思
い
を
ド
リ
ア
ン
に
抱

き
な
が
ら
、
旅
行
を
共
に
し
た
轟
柄

君
の
パ
ノ
ラ
マ
写
真
や
近
藤
君
の
制

作
し
た
ビ
デ
オ
を
見
て
考
え
て
い

る。
今
次
旅
行
の
糧
と
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
多
様
な
立
場
で
、
次
世
代
に
向
け

て
や
る
べ
き
仕
事
に
健
康
で
取
、
－
り
組

む
こ
と
を
互
い
に
胸
に
誓
っ
た
。

最
後
に
な
っ
た
が
、
終
始
≡
護

を
願
っ
た
松
島
君
、
マ
レ
ー
シ
ア
で

ユ
ニ
ー
ク
で
様
々
な
演
出
を
願
っ
た

小
坂
ご
夫
妻
に
厚
く
感
謝
い
た
し
ま

す
（
）
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
へ
立
た
れ
る

前
に
、
我
々
の
為
に
マ
レ
ー
シ
ア
ま

で
出
掛
け
て
頂
い
た
梅
林
先
生
ご
夫

妻
に
、
次
回
タ
イ
で
の
梅
の
植
樹
ツ

ア
ー
を
期
待
し
、
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
（
十
二
回
　
今
西
康
隆
　
記
）

奈
良
・
三
笠
温
泉
に
集
っ
た

穏
や
か
を
仲
問
た
ち

専
3
　
ク
ラ
ス
会

二
年
に
一
度
開
催
し
て
い
る
ク
ラ

ス
会
を
、
秋
も
深
ま
る
古
都
奈
良
に

て
平
成
九
年
十
月
十
四
、
十
五
日
の

一
泊
二
日
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
齢

六
十
六
、
六
十
七
才
と
も
な
る
と
、

ま
だ
現
役
の
も
の
、
趣
味
の
世
界
に

暮
ら
す
も
の
、
な
ど
渾
然
と
し
て
い

る
現
状
で
す
が
、
あ
え
て
今
回
初
め

て
ウ
イ
ー
ク
デ
ィ
の
開
催
に
踏
切
り

ま
し
た
所
、
総
勢
二
十
五
名
車
十
九

名
の
出
席
を
見
、
皆
の
近
況
報
告
を

き
き
感
心
し
た
り
、
羨
ま
し
く
思
っ

た
り
、
ま
た
毎
度
の
事
な
が
ら
、
日

本
の
現
状
を
憂
い
、
将
来
を
悲
観
し
、

夜
の
更
け
る
の
も
忘
れ
て
語
り
明
す

事
が
で
き
た
の
は
、
幹
事
と
し
て
有

り
難
く
感
謝
感
激
で
す
。

た
だ
残
念
を
こ
と
は
、
こ
の
二
年

の
間
に
二
人
の
友
を
無
く
し
た
こ
と

で
す
。
そ
の
一
人
は
、
学
校
始
ま
っ

て
以
来
初
め
て
紅
言
…
、
市
川
陽
子

さ
ん
で
あ
り
、
い
ま
一
人
は
、
硬
派

の
勇
、
高
野
隆
男
君
で
す
。
陽
ち
ゃ

ん
は
ク
ラ
ス
で
一
番
長
生
き
を
す
る

で
あ
ろ
う
と
皆
の
意
見
の
一
致
に
よ

り
、
ク
ラ
ス
会
の
会
計
を
お
願
い
し

て
い
た
の
に
、
ま
た
、
高
野
君
は
い

つ
も
夜
も
深
ま
り
議
論
が
熱
中
す
る

頃
は
、
保
守
の
筆
頭
と
し
て
の
論
客

ぶ
り
を
発
揮
し
て
い
た
の
に
！

翌
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
奈
良

の
都
を
散
策
し
（
普
通
の
人
な
ら
一

時
間
半
く
ら
い
で
歩
く
と
こ
ろ
を
三

時
間
掛
け
て
歩
き
）
、
市
内
の
高
級

ホ
テ
ル
に
て
昼
食
を
摂
り
、
次
回
の

主
任
幹
事
を
選
出
し
、
全
員
元
気
で

の
再
会
を
約
し
て
散
会
し
ま
し
た
。

感
謝
感
謝
（
尾
之
内
　
記
）
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ソ
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本
年
は
卒
業
後
四
十
年
の
節
目
の

年
に
当
り
ま
す
。
早
い
も
の
で
も
う

そ
ん
な
に
な
る
か
な
と
言
う
感
じ
で

す。
来
る
十
月
四
日
～
五
日
、
長
野
県

伊
那
谷
の
松
川
町
〝
清
流
〟
で
ク
ラ

ス
会
を
催
し
ま
す
。
何
人
か
は
学
生

時
代
に
登
山
、
ス
キ
ー
で
訪
れ
た
土

地
で
も
あ
る
。
出
席
者
は
左
記
の
十

芦
田
晃
（
尼
崎
市
）
、
植
鷺
－
噂

市
）
、
江
上
光
男
（
愛
知
県
弥
富
町
）
、

岡
田
朝
彦
（
堺
市
）
、
加
藤
　
晃
（
千

葉
市
）
、
小
磯
元
男
（
岡
山
熊
山
町
）
、

佐
野
　
敦
（
千
葉
流
山
市
）
、
榊
原

久
寿
男
（
豊
橋
市
）
、
滝
川
重
喜
（
長

野
豊
丘
村
）
、
野
瀬
一
夫
（
岡
崎
市
）
、

森
田
明
正
（
名
古
屋
市
）
、
山
口
清

慈
（
東
京
板
橋
）
、
山
田
幸
雄
（
名

古
屋
市
）
中
央
ア
ル
プ
ス
を
背
に
、
南
ア
ル

プ
ス
を
眺
め
る
露
天
風
呂
に
桧
笠
を

か
ぶ
り
ゆ
っ
く
り
と
つ
か
り
、
青
春

の
鋭
気
を
回
復
し
て
か
ら
宴
会
を
行

い
ま
し
た
。
卒
業
後
の
苦
労
話
、
第

二
の
人
生
の
活
動
を
語
り
多
い
に
盛

り
上
り
ま
し
た
。

翌
日
（
五
日
）
は
、
農
園
ハ
ー
パ

ル
た
き
が
わ
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
伊
郡

谷
道
中
及
び
天
竜
峡
等
を
思
い
思
い

に
訪
ね
、
伊
那
谷
の
秋
を
満
喫
し
て

家
路
に
つ
き
ま
し
た
。
卒
業
時
は
二

十
七
名
で
、
物
故
者
は
川
部
弥
代
治

（
滋
賀
県
出
身
）
、
松
本
（
堀
内
）
洋

三
（
高
知
県
出
身
）
両
君
で
す
。
心

か
ら
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
。

次
回
は
二
年
後
に
愛
知
県
三
河
地

区
で
開
く
予
定
で
す
。（滝

川
重
書
　
記
）
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